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平成 20 年度事業計画においては，公益法人改革を踏ま

えつつ，以下の図に示すとおり，最近の社会的な背景を踏

まえた 4つの重点項目を柱に，個別の業務を推進する。

総会，役員会，運営幹事会

第 59 回通常総会を平成 20 年 5 月 27 日（火）に虎ノ門

パストラルで開催する。

（1）理事会

通常総会に附議する事項等を審議するため平成 20 年

5 月 14 日（水）に，また，上半期の事業等の進捗状況を

審議するため平成 20 年 10 月下旬にそれぞれ開催する。

（2）常務理事会

常務執行上の諸問題について必要に応じて随時開催す

る。

2．役員会

1．総　会

理事会，総会に提出する案件の企画立案及び会員相互の

連絡にあたるため，必要に応じて随時開催する。

平成 20年度の主な事業（各種委員会等）

１）情報化施工の研究・技術開発・普及促進

情報化施工について，要素技術が進展・高度化し，

施工事例も増加しつつある中で，建設工事全体の品質

確保，コスト削減，安全性の向上等を図るため，研

究・技術開発，普及促進，検査・監督の改善支援等を

積極的に行っていく。

２）建設機械施工に携わる技術者・技能者の継続教育

建設機械施工技士をはじめ建設機械施工に携わる技

術者・技能者の技術力向上を図るため，教育・学習の

記録及び認定等を行う継続教育制度を創設し，その普

及に努める。また，建設工事の安全性向上，新技術の

活用等の分野を中心に，講習会等の開催など継続教育

の内容の充実を図っていく。

３）建設機械関係事業に関わる発注者支援業務の推進

建設機械関係の総合評価方式入札契約等における発

注者の業務支援を行うため，「土木機械設備技術評価

エキスパート認定制度（仮称）」の積極的な推進を図る。

４）災害応急対策業務の強化

国土交通省と本協会との間で締結した災害応急対策

協定に基づき，災害対策活動支援の体制強化を図ると

ともに，災害時に活用できる建設機械の所在情報の把

握及び復旧活動への活用に関するシステムの構築，及

び住民及びボランティア等の防災活動に対して支援等

を行う。

５）研究開発助成の推進

建設機械及び建設施工分野の学術研究の振興を図

り，当該分野の技術向上に資するため，優れた技術開

発・調査研究に対する研究開発助成を推進する。

６）公益性の高い事業・活動の推進のための基金等の設置

公益性の高い事業・活動を継続的かつ安定的に推進

していくために，基金及び特定資産を設ける。

1．新規事業の実施及び既存事業の拡充

3．運営幹事会
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７）公益法人改革への取組み

平成 20 年 12 月 1 日に新たな公益法人制度関係法令

が施行されることに伴い，公益社団法人と認定される

べく，所要の手続き等を進める。

平成 20 年度社団法人日本建設機械化協会会長賞の表彰

を行う。

総括試験委員会及び所要の試験委員会を設置し，建設機

械施工技術検定試験を実施する。平成 20 年度の技術検定

試験の日程は，次のとおりである。

１）受検申請期間（1 ・ 2 級共通）：平成 20 年 3 月 13 日

（木）～ 4月 11 日（金）

２）学科試験：平成 20 年 6 月 15 日（日）

３）学科試験合格発表：平成 20 年 8 月上旬

４）実地試験：平成 20 年 8 月下旬～ 9月中旬

５）検定試験合格発表：平成 20 年 11 月中旬

１）機関誌「建設の施工企画」平成 20 年 4 月号～平成 21

年 3 月号を発行する。

２）次の図書を出版する。

・「建設機械等損料表」（平成 20 年度版）

・「橋梁架設工事の積算」（平成 20 年度版）

・「大口径岩盤削孔工法の積算」（平成 20 年度版）

・「建設機械の歴史 200 年」（仮称）

１）「建設機械と施工技術展示会」の開催準備

次回「建設機械と施工技術展示会」（CONET）の

企画検討を行う。

・次回開催予定は以下のとおり

開催期間：2009（平成 21）年 6 月 25 日（木）～

28 日（日）

開催場所：幕張メッセ

開催テーマ：①先端技術，②環境，③安全・安心

・展示コンセプトの検討

・出展者の募集

・来場者の確保に向けた取組み

２）国際展示会への参加及び準備活動

①BAUMA CHINA2008（中国上海）

開催期間： 2008 年 11 月 25 日（水）～ 28 日（土）

目　　的：CONET への招致活動，及び協会の概

要，活動内容の紹介を行う。

5．建設機械と施工技術展示会（CONET 実行企画委員会）

4．機関誌の発行（機関誌編集委員会）・図書出版

3．建設機械施工技術検定試験（総括試験委員会）

2．会長賞（会長賞選考委員会）

期　　日：平成 21 年 2 月上旬予定

場　　所：富山県高岡市

「ゆきみらい 2009in 高岡」（仮称）の一

環として開催

１）外国人の「建設機械施工」の分野での研修に対し，そ

の研修成果を評価する為，試験を実施する。

（建設機械施工研修評価委員会）

２）研修生向けの中級・専門級用教本の改訂版の作成（前

年度より継続）を行う。

（建設機械施工研修試験委員会）

（建設機械施工研修評価委員会）

平成 21年 4月 20日（月）～ 25日（土）にフランス国パリ

で開催される「建設機械及び建設資材等展示会“INTER-

MAT2009”」に視察団を派遣するための準備を行う。

専門部会（技術会議）

建設機械の製造・施工に関する新技術の開発・普及，環

境保全対策，並びに安全対策等について，業種連携による

効果的な活動の実施を図る。

8．海外建設機械化視察団

7．国際協力

6．除雪機械展示・実演会の開催



（1）コンクリートポンプ車総合改善委員会

平成 19 年度から継続して，コンクリートポンプ車を使

用する施工の安全を確保する方策を検討する。

（2）業種別部会の連携

業種別部会の建設機械施工の安全推進活動に伴う課題に

ついて調整を図り，必要な連携活動を実施する。

受　託　業　務

官公庁等からの受託業務を実施する。

部　　　　　会

●部会組織

日本建設機械要覧編集委員会，シンポジウム実行委員

会

１）各部会，委員会に対し広報の視点から適時提言を行う。

２）各部会･委員会の活動成果を機関誌・ホームページで

公表し，協会の存在価値を広くアピールする。

３）会員のニーズを把握し，的確な情報をタイムリーに提

供する。

４）「日本建設機械要覧 2010」の刊行準備を進める。

５）「平成 20 年度建設施工と建設機械シンポジウム」（平

成 20 年 10 月 16 日（木）・ 17 日（金）於：機械振興

会館）を開催する。

６）「建設施工研修会（第 118 回）」を平成 20 年 6 月 5 日

（木）に開催する。

●部会組織

運営連絡会，情報化施工委員会，大深度地下空間施工

技術委員会，建設副産物リサイクル委員会，除雪技術

委員会，災害復旧対策委員会，機械損料・機械経費検

討会，橋梁架設工事委員会，大口径岩盤削孔委員会

１）各委員会の施工技術に係わる諸課題（ICT の利活用

等）の調査等に関する活動について，部会総括の視点

から適時提言を行う。

２）ICT 技術の積極的な活用により，品質を確保しつつ

施工の合理化や出来形確認・工事監督についても合理

化を図る。

３）大深度地下空間利用に関する提言を含め，報告書を完

成させる。

2．施工部会

1．広報部会

1．政策等対応

1．安全技術会議
４）自走式土質改良機について技術資料を整理し，成果物

として完成させる。

５）道路除雪技術の向上及び安全施工に関する講習会を開

催する。

６）災害復旧に有効な資機材調達及び運搬，施工法につい

て検討を行う。

７）機械経費に視点を置いた新機種･新型機械，情報化施

工機器に関する実態調査を継続するとともに，ユニッ

トプライスに対応した機械経費の検討を進める。

８）機械経費に視点を置いた施工安全，リサイクル対応機

械及び排出ガス対策機械に関する実態調査を継続す

る。

９）機械経費積算体系の研究を継続する。

10）橋梁（鋼橋・ PC橋）架設及び大口径岩盤削孔関連機

械経費算定等の検討を行う。

11）「橋梁架設，大口径岩盤削孔工法，建設機械等損料」

に関する講習会に講師協力を行う。

●部会組織

運営連絡会，幹事会，原動機技術委員会，トラクタ技

術委員会，ショベル技術委員会，ダンプトラック技術

委員会，路盤・舗装機械技術委員会，コンクリート機

械技術委員会，基礎工事用機械技術委員会，建築生産

機械技術委員会，除雪機械技術委員会，トンネル機械

技術委員会，油脂技術委員会，情報化機器技術委員会，

機械整備技術委員会

１）協会の活動方針，技術委員会の活動計画・成果，建設

行政等の動向の紹介と意見交換を行い，部会の活動計

画を立案する。（運営連絡会）

２）各技術委員会の活動計画と実績の審議，及び活動成果

の発表を行う。（幹事会）

３）C規格原案を作成する。（各技術委員会）

４）各技術委員会の活動内容を協会のホームページに公開

する。（各技術委員会）

５）JCMAS ・ JIS 原案作成・見直し及び ISO/TC の活動

支援を行う。（各技術委員会）

６）建設機械用ディーゼルエンジンの次期排ガス規制に対

し，情報入手と諸課題に対する検討と提言を行う。

（原動機技術委員会）

７）バイオ燃料など環境対応燃料の動向調査，及び次期排

ガス規制対応エンジンへの影響を調査する。（原動機

技術委員会，油脂技術委員会）

８）地球温暖化防止対策のため，ショベル・トラクタを対

象に低燃費建設機械の制度検討を国土交通省・製造業

部会と共同で行う。（運営連絡会，トラクタ技術委員

3．機械部会
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会，ショベル技術委員会）

９）情報化施工技術による合理化施工の普及促進活動を行

う。（路盤・舗装機械技術委員会）

10）舗装機械草創期からの歩み，変遷の資料をまとめて発

行する。（路盤・舗装機械技術委員会）

11）CO2 削減工法としてアスファルトプラントの新材料に

よる常温材の調査を行う。（路盤･舗装機械技術委員会）

12）「基礎工事用機械の技術変遷調査報告書」の見直しを

実施する。（基礎工事用機械技術委員会）

13）高所作業車の C規格作成を検討する。（建築生産機械

技術委員会）

14）除雪機械の安全マニュアルを作成する。（除雪機械技

術委員会）

15）シールドトンネル機械及び山岳トンネル機械の事故事

例を調査し，操作の安全対策を研究する。（トンネル

機械技術委員会）

16）トンネル機械の低燃費技術の進展と現場への普及促進

を図る。（トンネル機械技術委員会）

17）建設機械用油脂の普及を図るため，オンファイルシス

テム（認証と供給システム）を設立運用する。（油脂

技術委員会）

18）電気系火災を防止するための設計指針および後改造の

指針を策定する。（情報化機器技術委員会）

19）災害復旧現場で活用する，建設機械用遠隔操縦装置無

線利用調査票（無線混信防止用）の JCMASの提案を

行う。（情報化機器技術委員会）

20）機械化施工技術等に関する見学会及び講演会を開催す

る。（ダンプトラック技術委員会，路盤・舗装機械技

術委員会，コンクリート機械技術委員会，基礎工事用

機械技術委員会，建築生産機械技術委員会，トンネル

機械技術委員会及び機械整備技術委員会）

●部会組織

標準化会議，国内標準委員会，ISO/TC 127 土工機械

委員会〔性能試験方法（SC1）分科会，安全性及び居

住性（SC2）分科会，運転及び整備（SC3）分科会，

用語・分類及び格付け（SC4）分科会，施工現場情報

交換（SC3/WG5）分科会〕，ISO/TC 195 建設用機械

及び装置委員会〔コンクリート機械関係国際規格共同

開発調査委員会，コンクリート塊再生処理破砕機関係

国際規格共同開発調査委員会〕，ISO/TC 214 昇降式

作業台委員会

（1）国際標準化活動

１）ISO幹事国及びコンビーナとしての活動

ISO/TC 127/SC 3（運転及び整備）及び ISO/TC

4．標準部会

195/SC 1（コンクリート機械）に関して国際議長及

び国際幹事を務め，国際幹事国業務を実施し，

TC 127/SC 3 及び TC 195/SC 1 における円滑な規

格審議・作成を図る。また，TC 127/SC 2/WG 5

（ショベル転倒時保護構造 ROPS），TC 127/SC 3/

WG 4（つり上げ及び固縛），TC 127/SC 3/WG 5（施

工現場情報交換）及びTC 195/WG 8（骨材処理用機

械及び装置）については，コンビーナ（WG主査）及

び幹事を務め，規格作成を推進する。

２）ISO 規格案審議活動，特に日本発信の ISO 国際規格

開発

当協会が審議団体（P メンバー）になっている

ISO/TC 127，TC 195，TC 214 に関連し，日本工業

標準調査会（JISC）の承諾のもと，対応する各委員

会において国際規格についての開発，審議，検討を行

い，特に，国際規格案 ISO/FDIS 15143 シリーズ

（施工現場情報交換）は，国内の情報化施工の推進と

連携して規格化を図り，このほか，ISO/FDIS 12117-

2（ショベル転倒時保護構造）などの日本提案を積極

的に推進する。また，日本提案以外でも，ISOで新規

に検討されることとなっている「持続可能性」，「エネ

ルギー消費試験方法」，従来から審議の ISO 20474 シ

リーズ「土工機械－安全要求事項」などの審議に，積

極的に関与する。

３）経済産業省施策の一環である「コンクリート機械等分

野の国際規格共同開発調査研究」については，下記を

重点に実施する。

- コンクリートバッチングプラントの安全要求事項

- 建設用機械及び装置－コンクリートポンプ及びモル

タル圧送ポンプ，吹付機，ブーム装置の安全要求事

項　再提案

- 建設用機械及び装置－破砕機－第 2部：安全要求事

項（ISO/CD 21873-2）

- 建設用機械及び装置－破砕機－第 3部：性能試験方

法（新業務項目提案のための調査）

４）次の各国際会議に出席し，日本としての意見具申を行

う。

①TC 195 総会及び SC 1，WG 5，7，8 ： 2008 年 4 月

15 日～ 18 日（米国シカゴ市）

②TC 127 WG（ISO/TS 11585-ISO 15998 の適用指針）

国際会議： 2008 年 4 月 14 日・ 15 日（スウェーデン

国ストックホルム市）

③TC 127/SC 2/WG 7 国際会議： 2008 年 4 月 16 日・

17 日（スウェーデン国ストックホルム市）

④TC 127 総会及び各 SC 並びに議長諮問グループ会

議： 2008 年 5 月 11 日～ 15 日（英国エディンバラ市）



⑤上記の他，TC 127，TC 195，TC 214 のWG及び特

設会議などに，日本として積極的に参画する予定であ

る。

（2）国内標準化活動

１）包括的安全基準に適合するC規格の作成

下記案件に関して JIS 新規原案作成審議を行い，経

済産業大臣及び厚生労働大臣に提出する。

- 除雪機械の安全要求事項

２）JIS 自主原案作成活動

上記の他，7日本規格協会の技術的支援を得て，建

設機械に関する下記JIS改正原案の作成・審議を行う。

２）-1 平成 19 年度 JIS 原案作成に関しては，下記既存

JIS の最新の ISO に基づく改正又は置き換えに関し

て，前年度に引き続き審議検討を行い平成 20 年 10

月迄に7日本規格協会に提出する（その後，同協

会と連名で，経済産業大臣などに JIS 改正を申出る

予定である）。

- JIS A 8302 土工機械－運転員・整備員の乗降，

移動用設備（改正）

- JIS A 8311 土工機械－運転席の視界測定方法と

その評価基準（改正）

- JIS A 8316 土工機械－電磁両立性（改正）

- JIS A 8403-5 土工機械－油圧ショベル－第 5部：

掘削力測定方法（改正）

- JIS A 8422-1 土工機械－ダンプトラック－第 1

部：用語及び仕様項目（改正）

- JIS A 8603 コンクリートミキサ改正（最新の ISO

18650-1 及び-2 に基づく JIS A 8603-1 建設用機械

及び装置－コンクリートミキサ－第 1部：用語及

び一般仕様及び同第 2部：性能試験方法による置

き換え）

２）-2 平成 20 年度 JIS 原案作成

下記 12 件に関して，7日本規格協会への応募が

承認されれば，平成 21 年 6 月までに経済産業大臣

（C規格に関しては厚生労働大臣も）へ申し出を行

うため，同協会に提出すべく，JIS 原案を作成する。

- JIS A 8315 土工機械－運転員の身体寸法及び運

転員周囲の最小空間（改正）

- JIS A 8317-1 土工機械－周囲音響パワーレベルの

測定－動的試験条件（改正）

- JIS A 8317-2 土工機械－運転員位置音圧レベルの

測定－動的試験条件（改正）

- JIS A 8325 土工機械－履帯式機械－制動系の性

能要求事項及び試験（改正）

- JIS D 0006-1 土工機械－原動機試験方法－ネット

軸出力（改正）

- JIS A aaaa 土工機械－ショベル系掘削機の保護

構造の台上試験及び性能要求事項－第 2部： 6ト

ンを超えるショベルの転倒時保護構造（ROPS）

（制定）

- JIS A xxxx 土工機械－危険探知及び視界補助装

置－性能要求事項及び試験（制定）

- JIS A yyyy-1 土工機械－施工現場情報交換－第 1

部：システム構成（制定）

- JIS A yyyy-2 土工機械－施工現場情報交換－第 2

部：データ辞書（制定）

- JIS A zzzz 土工機械－遠隔操縦の安全要求事項

（制定）

- JIS A 8340-1 土工機械－安全－第 1部：一般要求

事項（改正）

- JIS A 8340-4 土工機械－安全－第 4部：油圧ショ

ベルの要求事項（改正）

３）JCMAS制定活動

各部会等から提出された JCMAS案の制定を図る

３）-1 各部会からの JCMAS案の審議

- JCMAS G 008 建設機械用遠隔操縦装置無線利用

調査票

- JCMAS G xxx（仮称　施工現場情報交換）

- その他安全対策関係，情報化施工など要望があり

次第検討

３）-2 従来規格の見直し（確認，改正，廃止）：平成 19

年度各担当委員会への見直し依頼のフォロー

（3）標準化の普及

「平成 20 年度建設施工と建設機械シンポジウム」の際

にセミナーを実施するなど，建設機械関係標準の広報・普

及に努める。

（1）製造業部会

１）小幹事会・幹事会及び部会などを適宜開催して，製造

業部会の事業を強力に推進するとともに，他部会の事

業において製造業に関わる事業の推進に協力する。排

ガス，振動・騒音，地球温暖化防止，安全確保などを

対象としてテーマを選定するが，特に平成 23 年から

の導入が検討されている次期排ガス規制への対応，低

燃費建設機械指定制度導入などが重要課題となる。

２）国土交通省をはじめとする関係諸機関との連携を図

り，行政に対する製造業としての提言を積極的に行う

と共に，決定された政策の履行に当たっての業界内説

明，啓蒙活動によりその徹底に努める。

３）他部会との連携を図りながら，シンポジウム，現場見

学会などを企画・実施し，今後重要とされる施工技術，

5．業種別部会
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規制動向，安全への要求など建設機械に必要とされる

情報を積極的に収集し，部会員の見識を高めるととも

に，今後製造業として取り組むべき施策についてその

方向性を確認していく。

４）今後他部会と連携して実施できる先行的・自主的な活

動テーマを検討，絞込みを行う。

（2）建設業部会

１）幹事会，小幹事会を開催し，事業活動計画及び事業活

動結果について審議・承認並びに部会活動計画を行

う。

２）生産性向上と品質確保をねらいとした「人づくり」

「場づくり」の環境を整備する。

①関係省庁及び協会会員企業相互の意見交換を継続実施

する。

②建設生産と建設機械に関して，産官学が協働できる環

境を検討する。

③第 12 回機電技術者意見交換会及び講演会を開催する。

④新技術又は新工法の工事現場見学会及び勉強会を開催

する。

３）環境配慮型機械技術の部会員への啓発活動を推進する。

①低燃費型建設機械活用のための諸施策を部会員へ啓発

する。

②環境をテーマとした工事現場あるいは工場等の見学会

を開催する。

４）建設機械事故防止活動を推進する。

①包括的機械安全を推進するため，「安全情報共有デー

タベースシステム」活用を促進し，協会の強みを発揮

できる（仮）安全情報技術会議の設立を提案する。

５）国土交通分野イノベーションの取組に参画し，講演会

及び意見交換を行い，情報共有を図る。

①自然災害発生時の機械調達ネットワークの構築

②CO2 低減型施工システムの検討

③情報化施工の推進

（3）商社部会

１）部会員の連携強化と相互理解を図るため，商社部会の

ホームページの立上げの準備を行う。

２）部会員の抱える問題点を把握し，その解決に向けて活

動するため，分科会設置の検討を行う。

３）商社部会「講演会」を開催する。

（4）レンタル業部会

１）他業種別部会との意見交換を実施する。

２）関係官公庁と連絡，資料の提供を行い，政策への反映

について働きかけを行う。

３）建設機械損料関連事項及びレンタル料について意見交

換を実施する。

４）部会及び業界の地位向上を図る。

（5）専門工事業部会

１）部会メンバーの増強を図る。

２）部会の事業活動を専門工事業者にとって有意義なもの

となるよう考える。

①建設機械施工技士の地位の向上，資格取得者の増員を

図る。

②各部会への協力体制の充実を図ると共に，ユーザーサ

イドからのメッセージ・提案･要望などのアピールの

場となりうる活動を進める。

③税制面での改革･提案を図る。

調査，試験，研究，開発業務

次の受託業務について調査，試験，研究，開発を行う。

１）建設機械の新機種の開発

２）建設機械の安全性に関する調査研究

３）建設機械の環境対策に関する調査研究

１）機械化土工，岩石工及び基礎工に関する調査研究

２）トンネルの機械掘削及び施工法に関する調査研究

３）橋梁の補修・補強に関する調査・研究

４）ダムコンクリートの骨材配合試験及び締固め試験

５）舗装に関する施工法の調査研究

2．機械化施工に関する調査・試験・研究

1．建設機械に関する調査・研究・開発

１）コンクリート床版及び PC床版の疲労試験

２）各種継手や鋼構造物の疲労試験

３）鋼及びコンクリート構造の実物大模型の載荷試験

１）ROPS 及び FOPS の性能試験

２）除雪機械及び各種建設機械の性能試験

３）特定原動機及び特定特殊自動車の排出ガス検査

４）排出ガス対策型エンジン及び黒煙浄化装置の評定

５）建設機械燃料消費量の評定

６）低騒音・低振動型建設機械の計量証明

７）標準操作方式建設機械の認定

８）ウォータージェットによるはつり処理性能試験

4．建設機械の性能試験及び評定等

3．疲労試験及び構造物強度試験

施工技術総合研究所



建設の施工企画　’08. 1096

民間が自主的に開発した建設機械化技術について，審査

委員会を設けて実施し，開発目的が達成されたと認められ

る技術については，審査証明書を発行する。

１）建設機械，機械化施工法等に関する技術的諸問題につ

いて技術指導を行う。

２）土木建築工事に必要な各種材料（鉄筋，コンクリート，

6．技術指導等

5．建設機械化技術の技術審査証明
アスファルト，岩石及び土質等）について材料試験を

行う。

受託業務と連携して，機械・トンネル・土工・舗装・橋

梁等の各分野の重要課題について，自主研究を行う。

CMI 研究会

機械化施工に関する新技術開発研究会（CMI 研究会）

の推進を図る。

7．自主研究

表－ 1 収支予算書総括表
平成 20年 4月 1日から平成 21年 3月 31 日まで


